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飯
山
友
子
さ
ん
〈
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
〉

推繭者近藤英二

株式会社こんどう代表取締役

大
き
な
舞
台
へ
と
膨
ら
む
夢

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

三
。
Ｑ
①
ヨ
○
両
①
二
①
Ｑ
の
六
○
す
の

ｂ

高
校
生
の
時
に
西
日
本
高
校

独
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
「
月
刊
神
戸
っ
子
」

に
紹
介
さ
れ
た
あ
の
子
が
、
明

る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
周
り
の

人
を
引
き
つ
け
、
和
や
か
な
雰

囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
素
敵
な
お

嬢
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し
て

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

さ
ら
に
大
き
な
舞
台
の
上
で
演

奏
し
よ
う
と
勉
強
を
続
け
て
い

ま
す
。
十
一
月
五
日
に
は
松
方

ホ
ー
ル
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ

ッ
ク
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
曲

を
二
曲
歌
う
予
定
で
す
。

華
が
あ
る
、
希
望
（
夢
）
の

あ
る
お
嬢
さ
ん
、
そ
ん
な
表
現

が
と
て
も
ぴ
っ
た
り
と
似
合
う

感
じ
が
す
る
友
子
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
大
き
な
歌
手
と

し
て
、
必
ず
大
舞
台
に
立
つ
日

が
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

フ
レ
ー
フ
レ
ー
友
子
Ｉ

ボートアイランドにて撮影／池田年夫
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推薦者木村栄
神戸西ロータリークラブ会長

Ｉ 古
井
光
さ
ん
〈
音
楽
家
》

Ｌ

豊
か
な
才
能
に
努
力
を
惜
し
ま
ず

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

三
Ｑ
Ｑ
①
ヨ
○
房
の
一
の
Ｑ
①
六
○
す
の

霧

蕊

■

再

込

’

訂
『

擬一

馬

屑

頁

光
さ
ん
は
神
戸
女
学
院
大
学

音
楽
学
部
を
卒
業
後
、
国
際
ロ

ー
タ
リ
ー
が
将
来
有
望
な
若
者

の
た
め
に
作
っ
て
い
る
奨
学
金

制
度
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
国
立
音

楽
院
に
留
学
、
声
楽
・
ピ
ア
ノ

の
卒
業
証
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。
遊
学
は
易
し
く
、
資
格
を

得
る
こ
と
の
難
し
い
中
で
、
立

派
に
そ
の
目
的
を
果
た
さ
れ
た

努
力
家
で
す
。
ま
た
留
学
中
に

個
人
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
王
に

謁
見
の
栄
に
よ
く
さ
れ
る
等
の

幸
運
に
も
恵
ま
れ
、
充
実
し
た

留
学
生
活
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
併
せ
て
知
識
を
深

め
ら
れ
た
語
学
・
芸
術
そ
の
他

の
分
野
を
通
し
て
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
企
画
な
ど
に
も
関
わ
り

た
い
お
気
持
ち
の
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
方

を
神
戸
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
お
世
話
で
き
た
こ
と
を
誇
ら

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

･瑳蕊

一一産琶＝ー'一苧晶一

司

蛙

蕊謹
ホテルオークラ神戸にて撮影／米田英男
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※原則として、募集委員会以外の口座に入金された義援金は、最終的には募集委員会に集約されます。

阪神・淡路大地震の被災地から

トルコ・台湾大地震兵庫県義援金募集ノ
さあ今こそ、恩返しの時、被災者に温かい支援の気持ちを

トルコ及び台湾を雲った大震災は、震源地を中心に甚大な被害をもたらしています。

阪神・淡路大震災で被災し、国内外から大きな支援をいただいた被災地として、大きな被害を

受けられた両地域の被災者に対して温かい支援を行なうため、兵庫県をはじめ被災地10市10町

と議会、地方4団体が中心となり、民間団体と協力して「トルコ・台湾大震災兵庫県義援金募

集委員会」を設置し、同じ地震災害を体験した地域の意志を結集して、トルコと台湾被災者支
援のための義援金を募集いたします。

義援金募集期間

トルコ大地震平成１１年１０月３１日（日）まで

台湾大地震平成１１年１１月３０日（火）まで

義援金募集方法
原則として、振込による受付をしておりますので、下記の義援金開設口座に振込をお願い

します。

●トルコ大地震

日本赤十字社兵庫県支部
台湾地譲窪口

義援金についてのお問い合わせ

トルコ・台湾大地震兵庫県義援金募集委員会事務局（兵庫県健康福祉部社会援護課内）

ＴＥＬ（078）341-7711内線29242996

直通（078）362-9121

ＦＡＸ（078）362-4262

※募集委員会以外の口座に入金された義援金は、最終的には募集委員会に集約されますｃ

⑲台湾大地震

※原則として、募集委員会以外の口座に入金された義援金は、最終的には募集委員会に集約されます。

義援霊の寄贈

トルコ大地震の義援金は、震災遺児の教育資金として役立てられます。また、台湾大地震の義援金につい

ては、使途を募集委員会で検討を行い、被災者支援に充てます。

口座開設者

募集委員会

神戸新聞厚生事業団

兵庫県社会福祉憾議会

神戸市社会福祉無議会

日本赤十字社兵庫県支部

銀行名

みなと銀行本店

郵便振替

但融禄噸権店

みなと銀行

神戸駅前支店

さくら銀行

山手支店

口座種別

普通

普通

普通

普通

口座番号

16,ｸ唖３

o1160L667959

ｑ４１Ｒ”Ｒ

150zl283

3617332

口座名義

トルコ北西部大弛震兵､鵡

蕊塀全募集委員会

会
務
社
総

神戸市社熔ﾄﾙｺ勉蜜募金

県支部

|昌祉法人兵庫県社会福祉煉蓋会
部長岡本正平

備考

みなと銀行本支店からの
振込手数料は議料

過信郷に｢トルコj峰｣と
お言きください。

但馬銀行本支店からの
振込手数料は無料

みなと銀行本支店からの
腰込手数料は無料

さくら銀行本支店からの
鑑込手数料は舞料

口座開設者

募集委員会

神戸新聞厚生事業団

兵庫県社会福祉協議会

神戸市社会福祉協溌会

日本赤十字社兵庫県支部

銀行名

みなと眼行本店

郵便振替

さくら銀行
神戸営業部

みなと銀行

神戸駅前支店

さくら銀行

山手支店

口座種別

苔過

苔通

普通

普遺

口座番号

1604714

o1160L6-87959

8088570

1505719

弱19?便

口座名義

台湾大地震兵庫県義援金

善溺繊＃議詮

神戸市社麓台湾地震募金

備考

みなと銀行本支店からの
蛎込手数料は無料

通信編に『台湾地震jと
お書きください。

振込手調凱の制秘いに

ついて現在申請中

みなと銀行本

摂込手数料は
支店からの

需料

頚込手数料の無料扱いに

ついて現在申請中
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神戸女子大学
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鍵塾

③大学院博士課程（前期・後期）

文学研究科家政学研究科

、文学部文学科国文学専攻

英文学専攻

史学科

教育学科教育学コース

初等教育コース

幼児教育コース

心理コース

生涯教育コース

社会福祉学科社会福祉コース

児童福祉コース

医療福祉コース

⑥家政学部家政学科家政課程

栄養課程

管理栄養十養成課程

〒654-8585神戸市須磨区東須磨青山２－１
TELO78-731牢１１６

‘

鼠
神戸女子短期大学

印

Ｃ

学

ｈ，

神戸女子大学瀬戸短期大学 、総合生活学科生活とデザイン

生活と健康

生活と社会

③食物栄養学科

⑩初等教育学科

〒650-0046神戸市中央区港島中町４－７－２
TELO78303-4700

■

ｋ
ｌ
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%hJWYや、詮､､、､､⑰
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⑳文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科ビジネス情報・観光コース

資格英語・英語会話コース

言語文化コース

⑥生活科生活専攻
インテリア･建築デザインコース

服飾デザインコース

食物･健康コース

食物栄養専攻（栄養士養成）

〒709-0863岡山県瀬戸町観音寺721

TELO86952-3121

、■
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神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
の

創
造
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
日
々

闇
Ｉ．

,Ｍ
刷
邑

噸愈

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

充
実
し
た
環
境
と
歴
史

I蝉ﾂｉｒｉｉ
ｊＷ

§蕊

巴

雛Ｆ〃

・野

素

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
わ
れ
て
加

年
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
界
も
成
熟
し
、
四

神戸ファション専門学校と神戸文化短期大学服飾学科の学生合同によ

る、学内最大のイベント｢'99ファッションフェア｣が､'98年度の総決

算として今年も華やかに開催された。六甲アイランドにある神戸ファ

ッションマート・ＫＦＭホール‘イオ,を会場に、第一部ではファッ

ションデザインコンテストのショー形式による最終審査と入賞発表、

第二部では学生作品によるファッションショーが行われた。学生たち

も、協力し合ってショー舞台をつくりあげるなど、本公演に向けて全

力を尽くし、各回とも満員の盛況となった。テーマは｢CLlCK2000-

21世紀のウィンドウを開く－｣。様々な手法で再現された時代感性や

個々の人間の美への想いが、刺激ある心地よい空間をつくり出して観

客に強くアピールした。

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
（
学
校
長

鈴
木
章
子
）
は
、
一
九
三
七
年
創
立
以
来
、

距
年
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
一
筋
の
歴
史
を

持
ち
、
数
多
く
の
卒
業
生
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
界
に
送
り
出
し
て
き
た
。

骨

‘jIiil

'向
耐

MIIl'M1ﾙiｌ

世
紀
は
能
力
と
実
力
の
社
会
に
な
る
と
い
わ

創
立
龍
年
の
歴
史
と
新
し
い

時
代
を
視
野
に
入
れ
た
教
育

今
年
、
神
戸
は
旧
居
留
地
返
還
１
０
０
年

を
迎
え
た
。

北
野
町
か
ら
ト
ア
ロ
ー
ド
、
元
町
、
居
留

地
界
隈
と
、
八
イ
カ
ラ
な
街
つ
く
り
は
、
震

災
を
越
え
て
も
っ
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
に
、
パ
ワ

フ
ル
に
感
性
ゆ
た
か
な
美
し
い
街
に
よ
み
が

え
っ
た
。

記
年
前
、
全
国
に
先
が
け
て
「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
都
市
盲
一
一
一
一
一
巳
と
し
、
秋
に
は
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
や
全
国
的
な
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
き
、
昨
今
高
ま
っ
て
き
た
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
界
を
あ
げ
て
の
人
材
育
成

の
動
き
を
神
戸
市
が
一
歩
リ
ー
ド
し
て
取
り

組
み
、
〃
も
の
づ
く
り
〃
へ
の
新
人
支
援
は
、

こ
の
街
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
も
の
に
と

っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
廷
感
性
を
刺
激
す
る
。

れ
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
パ

タ
ン
ナ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

バ
イ
ヤ
ー
、
マ
ー
チ
ヤ
ン
ダ
イ
ザ
ー
、
ス
タ

イ
リ
ス
ト
な
ど
を
目
指
し
て
、
専
門
分
野
の
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ファッションクリエーター学科(3年）
･アパレルデザインコース

・アパレルテクニカルコース

・オートクチュールコース

ファッションビジネス学科(２年）
･スタイリスト＆コーディネーターコース

・ファッションアドバイザーコース

・ファッションアートコース

・ファッションデザインコース

明
日
に
向
け
て
！

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
夢
、
育
む

知
識
と
技
術
と
感
性
を
身
に
つ
け
る
。
理
論

と
実
践
を
結
び
付
け
た
効
果
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
の
山
塞
云
い
は
、
無
限
に
広
が
る
未
来

に
向
っ
て
、
夢
を
育
く
み
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
は
ば
た
く
大
き
な
一
歩
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

神戸で勉強することの

良さ平成１２年度

学生募集中

バ
リ
。
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
校
と
提
携

～在校生からのメッセージ～

ファッションクリエーター学科ファッションアパレルコース３年

桧f百里江(株式会社ﾗビー ﾇ内定）

畠

神戸の街はセンスの良いショップもたくさんあり、

ファッションを勉強するのに環境が整っていると思います

また、“洋服を着ていて似合う街,'だと思う。

歩いていける範囲に全てが整っているので、

素敵な街並みを散歩コースにして、“神戸,,を

楽しんでいます。

こ
の
学
園
は
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
中

枢
と
も
い
え
る
パ
リ
・
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

駒
塑
云
の
学
校
、
パ
リ
・
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

校
と
姉
妹
校
提
携
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
提

携
を
受
け
て
、
学
生
た
ち
に
は
パ
リ
校
へ
の

留
学
の
道
も
広
が
っ
て
い
る
。
毎
年
一
月
に

は
オ
ル
ガ
・
ソ
ー
ラ
校
長
が
来
日
し
て
、
講

演
お
よ
び
技
術
指
導
も
行
わ
れ
、
学
生
た
ち

に
大
き
な
刺
激
と
意
欲
を
も
た
ら
す
。
ま
た

プ
ロ
を
対
象
と
し
た
少
人
数
制
の
高
度
な
技

術
内
容
の
立
体
裁
断
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
、

学
園
外
の
技
術
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

〒651-0066神戸市中央区国香通6丁目7番

TeI.(078)241-8611(代）Fax.(078)241-8614

ＨＯＭＥＰＡＧＥＡｄｄ｢esｓhttp://www,kfi,acjp／

唾
学校法人福富学園

KOBEFASHIONINSTITUTE

神戸ファッション専門学校
パリオートクチュール校、オルガ・ソーラ校長
の特別訓義
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ナイアガラ公園慨今岡芸学校

驚蕊燕悪霊需需珂薄

瀞員溢霊窪

蕊議謹議蕊鍵議
富弓さ再訂■

兵庫県立淡路景観間雲学校

淡路島ｲﾝﾌｫﾒー ｼｮﾝ
■

兵庫県立

淡路景観園芸学校

なみ

ＭＩＩ
賢蕊講雲鍵

jなぎ

！

県立淡路景観園芸学校と

ナイアガラ公園協会園芸学校が

姉妹提携に調印

＝＝可

兵庫県立淡路景観園芸学校と、カナダ・

オンタリオ州のナイアガラ公園協会園芸学

校の姉妹提携のための調印式が９月１３日、

ホテルオークラ神戸で行われた。

淡路景観園芸学校は、全国初の景観園芸

に関する学校として今年４月に開学。校内

のみならず淡路島全体をフィールドとした

実践主体の教育研究機関として注目されて

いる。また、ナイアガラ公園協会園芸学校

は、１９３６年に創立されたカナダ､で最初の

園芸学校。

調印式には、カナダ・オンタリオ州のマ

イケル．Ｄ・ハリス首相とナイアガラ公園

協会のブ､ライアン・メレット理事長、貝原

俊民兵庫県知事、県立淡路景観園芸学校の

石原憲一郎副学校長らが出席。教育・研究

活動での交流と協力などに関する覚書を交

わした。貝原知事は｢淡路景観園芸学校をつ

くるきっかけは、６年前にナイアガラ植物

園やブッチャート・ガーデンを見学したこ

と」と話していた。

津名郡北淡町野島常盤９５４－２

ＴＥＬ・Ｏ７ｇｇ－Ｂ２再ｓ１Ｂ１

ＦＡＸ，Ｏ７ｇｇ－Ｂ２戸３１２４

隅W２

鈴
》型PＦ１ｊＡ

左から、マイケル。Ｄ・ハリス首相、ブライアン・メレット理事長

石原篭浄郎副学校長、貝原俊民知事

蕊可
塑

ルー』＆㎡

弔一～,
戸

謹巽:鰯
＝＝＝＝

麺Ｊ,…琴一一一
一，Ｌ

Ｃ 国璽 2旧国,、
■

k

R

lL』愚L』
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高環里

開幕蓋で半年切った

淡路花博『ジャパンフローラ2000」

熱唱する｢紙ふうせん｣のお２人

来年３月の開幕まで半年を切り、前人気も上々の淡路

花博｢ジャパンフローラ｣。２００日前にあたる〒月〒日、

神戸新聞松方ホールで記念イベント｢花と緑のふれあい

コンサート｣(夢の架け橋記念事業協会など主催)が開か

永田萌さん

れ、約７００人が参加した。

ミニコンサートでは、フォークグループ「紙ふうせん」

が｢赤い花、白い花｣などの花にちなんだ歌を披露。リレ

ートークには、紙ふうせんの後藤悦治郎さん、加西市出

身の絵本作家・永田雨さん、西宮市在住の落語家・露の

五郎さん、県立淡路景観園芸学校第１期生の安尾昌子さ

んが参加。「花や木の大切さを未来に伝える『花博』であ

ってほしい｣(永田雨さん)、「震災を乗り越えた兵庫県民

の心に咲いた花を発信してほしい」（露の五郎さん)など、

花博への思いや提言を行った。

露の五郎さん

配

JR三ノ宮駅前でも200日前記念イベント

ジャパンフローラｇＯＯＯ

テーマ人と自然のコミュニケーション

会期２００，年S月１Ｂ日(土)～９月１フ日(日）

会場兵庫県淡路島

主会場は国営明石海峡公園(淡路地区)。県立淡路島公園

淡路夢舞台など96ヘクタール(淡路町。東浦町）

■問い合わせ先：ジャパンフローラ2000入場券販売管理本部恋Ｏ７ＢＢ６６－１４ｇＯ
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花
が
と
り
も
つ
ま
ち
づ
く
り

え
に
わ

永
田
北
海
道
の
恵
庭
と
い
う
と
こ
ろ

で
は
、
冬
が
長
く
て
花
の
咲
く
期
間
が

短
か
い
か
ら
み
ん
な
花
を
待
ち
焦
が
れ
て

小
泉
震
災
か
ら
四
年
半
、
街
と
住
宅
の

復
興
事
業
を
進
め
て
き
た
兵
庫
県
都
市
住

宅
部
の
名
前
が
「
ま
ち
づ
く
り
部
」
に
変

わ
っ
た
ん
で
す
ね
。

田
中
今
年
の
三
月
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

で
は
全
国
初
の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
二
十
一

世
紀
の
成
熟
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
の
決
意

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
の
両
面
に
わ
た
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

永
田
ひ
ら
が
な
が
も
つ
、
目
に
み
え
る

印
象
と
い
う
の
は
大
き
い
で
す
ね
。
「
ま

ち
」
と
ひ
ら
が
な
に
な
っ
た
だ
け
で
人
の

顔
が
見
え
て
き
ま
す
ね
。

田
中
こ
れ
ま
で
は
道
路
な
ら
道
路
、
公

園
な
ら
公
園
を
と
い
う
「
点
」
の
整
備
が

優
先
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
震
災
で
教
訓

と
し
て
得
た
も
の
に
は
、
人
間
同
士
の

横
の
つ
な
が
り
も
あ
り
ま
す
。
ソ
フ
ト
面

か
ら
の
「
み
ん
な
が
住
む
ま
ち
」
の
復
興

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。小
泉
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
こ
と
で
は
私
は
、
．
村
一
花
運
動
」

を
提
唱
し
て
い
る
ん
で
す
。
県
内
の
各
地

花
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
の
で

新
し
い
兵
庫
を
創
造
す
る

永
田
繭
来
春
３
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
淡
路
花
博
「
ジ
ャ
バ
ン
フ
ロ
ー

〈
絵
本
作
家
〉

ラ
２
０
０
０
」
は
、
「
人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

田
中
裕
司
諸
漂
霊
需
脈
蕊
躯
萄
※

〈
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
部
長
〉
花
博
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
を
描
い
た
永
田
萌
さ
ん
と
兵
庫
県

小
泉
美
喜
子
ま
ち
づ
く
り
部
長
の
田
中
裕
司
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

〈
月
刊
神
戸
っ
子
社
長
〉

ａ
い
き
い
き
ト
ー
ク

。

住
民
が
育
む
ま
ち
の
文
化

田中裕司さん

産別

域
‐
皿
：
・
雲
薫

陶
坐
》
‐
シ
峠
ｊ
雫
窺

’
’
一
Ⅳ
伽
ｌ
Ｉ
１

域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
花
が
あ
り

ま
す
ね
。
そ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
け
ば
と
。
そ
れ
が
産
業
や
雇
用
に
も

つ
な
が
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

永
田
同
じ
花
を
育
て
て
い
る
地
域
同
士

で
交
流
が
生
ま
れ
る
か
も
…
。
花
が
取
り

持
つ
縁
っ
て
い
い
で
す
ね
。

怪
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こ
れ
は
博
覧
会
の
開
催
後
も
、
継
承
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
花
や

緑
を
通
じ
て
、
県
民
の
方
々
に
地
域
に
愛

着
を
も
ち
つ
づ
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

永
田
た
だ
そ
れ
を
行
政
が
強
要
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。

小
泉
共
に
考
え
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

敷
地
内
に
少
し
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
、
そ

こ
に
花
を
植
え
て
み
る
、
看
板
を
制
限
す

る
。
少
し
ず
つ
の
譲
り
合
い
が
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
そ

れ
を
進
め
る
に
は
、
行
政
と
住
民
の
間

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

の
存
在
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

田
中
お
二
人
は
す
で
に
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
。
ぜ
ひ
チ
ー
ム
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
（
笑
）
。

小
泉
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
（
笑
）
。
こ

の
春
開
校
し
た
淡
路
景
観
園
芸
学
校
の

存
在
も
大
き
い
は
ず
。
あ
そ
こ
を
卒
業
し

た
人
が
ど
ん
ど
ん
活
躍
で
き
る
場
が
増

え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
退
職
後
の
高
齢
者
の
方
も
け
つ
こ
う
お

ら
れ
る
と
か
。
習
得
し
た
技
術
で
リ
ー
ダ

ー
に
な
っ
て
い
か
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
。

田
中
従
来
ま
で
の
「
モ
ノ
」
づ
く
り
か

ら
、
こ
れ
か
ら
は
人
間
中
心
の
ま
ち
づ
く

い
る
。
そ
こ
で
花
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
…
。
垣
根
が
な
い
ま
ち
だ
か
ら
、

道
行
く
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

増
え
て
、
た
っ
た
十
年
足
ら
ず
の
間
に
あ

ふ
れ
る
ほ
ど
の
花
の
ま
ち
に
な
っ
て
い
っ

た
ん
で
す
。
し
か
も
そ
れ
は
、
住
民
ひ
と

り
ひ
と
り
の
意
識
か
ら
な
ん
で
す
ね
。

小
泉
ト
ア
ロ
ー
ド
の
「
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
で
は
、
震
災
後
に
あ
る
企
業
か
ら

寄
付
を
い
た
だ
い
て
街
路
に
些
晶
柾
樹
を
植

え
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
跡
に
は
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

の
あ
る
ト
ア
ガ
ー
デ
ン
を
つ
く
り
ま
し
た

が
、
今
度
は
街
路
に
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を

置
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
住
民
自
身
が

が
ま
ち
の
文
化
を
育
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
よ
。

田
中
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
も
あ

る
の
で
す
が
、
住
民
と
行
政
が
、
「
協
働
」

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
だ
か
ら
、

と
い
う
意
識
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

永
田
今
、
い
の
ち
を
実
感
で
き
る
機
会

が
と
て
も
少
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
花
や
緑
が

溢
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
の
ち
の
営
み

を
感
じ
る
こ
と
が
身
近
に
な
る
は
ず
で

す
。花

の
本
当
の
大
切
さ
を
未
来
に
残
す

田
中
淡
路
花
博
の
テ
ー
マ
は
「
人
と
自

然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
が
、

‐
Ｉ房容

山邑＝

永田萌さん

白

り
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
趣

旨
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

永
田
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
長
い
人

生
、
自
然
は
不
可
欠
の
も
の
で
す
．
兵
庫

県
は
一
年
を
通
し
て
花
が
多
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
み
な
さ
ん
は
ま
だ
花
の
本
当
の
大

切
さ
を
意
識
さ
れ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。
人
知
れ
ず
咲
く
花
も
、
手
を
か
け

た
花
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
心
の
や
す
ら

ぎ
に
な
っ
て
い
る
は
ず
。

小
泉
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
花
を
通
じ
て
人
と
人
、
人
と
自
然
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
広
い
世
代
で
の
心

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

〈
９
月
聖
日
兵
庫
県
庁
で
〉

Ｉ

小泉美喜子

■函

2５
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盆

鯵

Ｉ
創
立
三
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
お

蔭
で
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
地
元
の
方
々
の
お
力
添
え

の
た
ま
も
の
と
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

当
会
は
創
業
者
で
あ
る
父
（
故
井
植
歳

男
氏
）
が
、
郷
土
や
人
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

青
少
年
教
育
、
郷
土
の
社
会
教
育
の
発
展

の
た
め
に
設
立
し
た
井
植
愛
郷
会
に
端
を

発
し
ま
す
。
昭
和
四
十
四
年
に
は
名
称
を

井
植
記
念
会
と
改
め
、
人
と
社
会
に
対
す

る
「
感
謝
の
心
」
と
共
に
生
き
る
「
共
生

の
思
想
」
を
大
切
に
し
た
父
の
遺
志
を
引

継
ぎ
、
社
会
福
祉
、
教
育
文
化
に
一
層
、

力
を
注
い
で
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

ｌ
井
植
家
は
淡
路
の
ご
出
身
で
す
が
、
井

植
記
念
館
の
あ
る
ジ
エ
ー
ム
ス
山
（
神
戸

市
垂
水
区
）
に
は
い
つ
頃
か
ら
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

昭
和
三
十
年
頃
に
こ
ち
ら
神
戸
の
ジ
ェ

ー
ム
ス
山
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
神
戸
と

の
関
わ
り
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃

か
ら
親
父
は
淡
路
に
空
港
建
設
を
と
ポ
ー

ト
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
唱
し
て
い
ま
し
た
。
今

郷
土
の
文
化
、
教
育
、
地
域
の
た
め
に

財
団
法
人
井
植
記
念
会
理
事
長

井
植
貞
雄

▲
（
財
）
井
植
記
念
会
創
立
三
十
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■

戦
後
の
日
本
の
復
興
と
繁
栄

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
洋

電
機
株
式
会
社
の
創
設
者
で
あ

る
故
・
井
植
歳
男
氏
の
遺
志
に

よ
り
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月

に
「
財
団
法
人
井
植
記
念
会
」

が
設
立
さ
れ
た
。
文
化
、
社
会
、

福
祉
、
高
齢
者
、
青
少
年
育
成
、

国
際
交
流
、
地
域
振
興
な
ど
多

分
野
に
わ
た
っ
て
独
自
性
の
あ

る
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
社

会
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
同

財
団
の
三
十
年
の
歴
史
と
こ
れ

か
ら
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、

現
理
事
長
で
あ
る
井
植
貞
雄
氏

に
伺
っ
た
。

副３

井植貞雄理事長
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で

で
は
空
港
で
は
な
く
明
石
海
峡
大
橋
で

淡
路
と
結
ば
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
井
植

記
念
館
か
ら
は
橋
と
淡
路
の
眺
め
が
素

晴
ら
し
く
、
郷
土
で
あ
る
淡
路
を
間
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｌ
早
く
か
ら
文
化
活
動
に
も
目
を
向
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

兵
庫
県
内
の
文
化
活
動
の
拠
点
を
目

指
し
て
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と
辛
い
事
業

展
開
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
昭
和
四

十
六
年
の
交
通
遺
児
に
対
す
る
奨
学
金

援
助
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
四
十
八
年
に

は
井
植
文
化
賞
を
制
定
し
、
各
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
兵
庫
県
ゆ
か
り
の

方
々
を
表
彰
し
て
き
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
方
々
が
受
賞
以
降
も
、
ま
す
ま
す

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
く
た
び
に

た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ｌ
高
齢
者
の
福
祉
活
動
に
も
早
く
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

は
い
、
財
団
設
立
当
初
か
ら
高
齢
者

問
題
を
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
者
一
人

ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
円
熟
し
、
生
き

が
い
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
を
昭

和
五
十
二
年
か
ら
Ａ
Ｍ
神
戸
の
電
波
を

通
じ
て
始
め
ま
し
た
。
土
曜
日
の
朝
六

時
三
十
分
か
ら
七
時
と
早
朝
に
も
関
わ

ら
ず
、
現
在
も
多
く
の
方
々
に
受
講
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ｌ
国
際
交
流
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

十
年
ほ
ど
前
か
ら
国
際
交
流
事
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
留
学
生
文
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
や
留
学
生
に
よ
る
神
戸
・
瀬

戸
大
橋
ク
ル
ー
ズ
、
留
学
生
に
よ
る
工

場
見
学
や
地
域
探
訪
な
ど
、
特
色
と
し

て
は
留
学
生
の
方
々
の
援
助
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

ｌ
一
昨
年
若
く
し
て
兵
庫
県
文
化
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
、
今
後
の
ご
活
躍
に
期

待
が
大
き
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

夢
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

三
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
と
併
せ
て

井
植
記
念
館
の
建
物
の
改
装
が
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
も
っ
と
地
域
の
皆
さ
ん

に
井
植
記
念
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
利
用
方
法
の

一
つ
と
し
て
四
年
ほ
ど
前
か
ら
十
分
野

に
亘
る
文
化
講
座
を
開
い
て
お
り
、
定

員
よ
り
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
い
て
お

可1Ｆ

り
ま
す
。
こ
こ
で
勉
強
し
た
こ
と
を
地

域
社
会
に
う
ま
く
還
元
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

日
本
は
高
度
経
済
成
長
の
時
代
を
進

ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
こ
そ
心
の
豊
か

さ
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
し
て
も
井
植
記
念
館
を
利

『ﾉ1１

１
’

韮Ｐ』言【&

４

１－

;?，
,b-1■

扉･冠１。、
理.､4ず

■財団法人井植記念会

神戸市垂水区吉山台1-21-1TELO78-751-5216

可1Ｆ

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
代
は
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を

見
せ
て
い
ま
す
の
で
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
と
掴
み
、
そ
れ
に
対
応
し

た
活
力
あ
る
事
業
活
動
を
今
後
も
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
井
植
記
念
館
に
て
）

'１N蕊，
“

昨年度の井植文化賞受賞者とともに
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ホークスの優職電祝う

ダイエー督店

ダイエー三宮店

夕方になっても買いもの客がたえないダイエーハーバーランド店
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三宅彦

蟻

3２

ル
ッ
ク
ナ
ー
の
総
本
山
」
と
確
信
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
作
曲
家
の
作
品
を
指
揮

し
て
は
世
界
最
高
峰
の
マ
エ
ス
ト
ロ
、
朝

比
奈
隆
先
生
の
御
自
宅
が
あ
る
か
ら
。

だ
か
ら
六
甲
は
マ
エ
ス
ト
ロ
朝
比
奈
の

「
御
城
下
」
な
の
だ
。
マ
エ
ス
ト
ロ
の
散
歩

道
で
も
あ
る
篠
原
北
町
や
護
国
神
社
あ

た
り
は
、
巨
匠
が
い
つ
も
、
霊
感
を
育

み
、
楽
想
を
練
り
な
が
ら
眺
め
る
風
景

だ
。
緑
が
濃
く
閑
静
な
住
宅
街
は
思
索

し
な
が
ら
の
散
歩
に
絶
好
、
付
近
に
は

神戸大散歩Ⅲ
天才も凡才も

響敏也
く音楽評論家＞

藤
紗~｡ご‘l

hm毒：
１
コ

車
『

ご
己
、

、

１ ，
．１

卓､

|'‐’
1テヤＬ・

１，
．１

卓､

|'‐’
1テヤＬ・

弘
哩
弘
哩

散
歩
は
天
才
の
味
方
な
ん
で
す
ね
。

た
と
え
ば
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
。
雨
の
日

も
風
の
日
も
、
五
線
紙
と
鉛
筆
を
持
っ

て
散
歩
し
た
。
だ
か
ら
『
運
命
」
も
『
田

園
」
も
『
第
九
」
も
、
み
ん
な
散
歩
中
に
ひ

ら
め
い
た
。

そ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
、
う
つ
向
き

加
減
で
手
を
う
し
ろ
に
組
む
散
歩
姿
を

真
似
て
、
写
真
ま
で
撮
っ
た
の
は
宮
沢

賢
治
。
彼
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
大
好
き

だ
っ
た
。
賢
治
も
雨
に
も
風
に
も
負
け

ロ
》

3２

Kiss-FM周辺の神戸港沿いは海風が心地よく仕事の疲れも癒される

１１１１

、

ず
鉛
筆
を
持
っ
て
散
歩
し
た
。
「
セ
ロ
弾

き
ゴ
ー
シ
ュ
』
も
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
も

み
ん
な
散
歩
が
生
ん
だ
。

だ
っ
た
ら
「
凡
才
も
散
歩
す
れ
ば
少
し

は
モ
ノ
に
な
る
か
」
と
傍
い
望
み
を
抱
い

て
、
私
も
よ
く
歩
く
。
自
宅
の
六
甲
か

ら
花
隈
く
ら
い
ま
で
は
歩
く
こ
と
も
あ

る
（
で
も
大
し
た
こ
と
は
、
ひ
ら
め
か
な

い
）
。
そ
の
範
囲
内
で
、
音
楽
に
因
ん
だ

風
景
を
、
誌
上
散
歩
し
よ
う
。

私
は
六
甲
を
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ

、

１
日

一
一
》

一
一
》

ー
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音
楽
関
係
者
、
美
術
家
、
学
者
も
多
い
。

そ
こ
か
ら
少
し
坂
道
を
上
が
る
と
、

松
蔭
女
子
大
の
明
る
い
茶
色
の
建
物
が

見
え
て
く
る
。
華
麗
に
着
飾
っ
た
女
学

生
が
ま
ぶ
し
く
群
れ
て
い
る
こ
の
周
辺

は
、
オ
ジ
サ
ン
に
と
っ
て
は
近
寄
り
難
い

聖
域
だ
け
れ
ど
、
時
折
り
私
は
そ
の
聖

域
に
浸
入
す
る
。
と
い
っ
て
、
や
ま
し
い

と
こ
ろ
は
な
い
。
「
神
戸
っ
子
」
ブ
ル
ー
メ

ー
ル
賞
や
井
植
文
化
賞
も
記
憶
に
新
し

い
鈴
木
雅
明
さ
ん
な
ど
の
演
奏
会
が
、

こ
こ
で
開
か
れ
て
い
る
か
ら
。
世
界
の

バ
ッ
ハ
演
奏
に
鮮
烈
な
風
を
送
り
続
け

る
拠
点
と
し
て
、
こ
の
辺
り
を
、
女
学
生

の
姿
よ
り
も
っ
と
注
目
し
て
い
い
。

今
度
は
三
宮
ま
で
足
を
の
ば
し
て
、

震
災
か
ら
復
活
し
た
神
戸
国
際
会
館
。

お
酒
落
な
買
物
街
と
し
て
も
話
題
だ
が
、

こ
く
さ
い
ホ
ー
ル
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
。

ロ
ビ
ー
や
ホ
ワ
イ
エ
の
雰
囲
気
も
神
戸
ら

し
く
酒
落
て
明
る
い
。
初
代
の
国
際
会

館
も
、
新
し
い
こ
く
さ
い
ホ
ー
ル
も
、
そ

の
柿
落
と
し
を
指
揮
し
た
マ
エ
ス
ト
ロ
朝

比
奈
が
名
誉
館
長
だ
け
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
会
場
と
し
て
も
機
能
す
る
が
、
も
ち

ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
舞
台
に
対
応
し
て
い
る
。

3３

●謹国神社

神戸市灘区篠原北町４－５－１壷078-882-1700

●神戸松蔭女子学院大学

神戸市灘区篠原伯母野山１‐2-1公078-882-6122

●神戸国際会館こぐさいホール

神戸市中央区御幸通８－１‐６壷078-231-8162

●Kiss-FM

神戸市中央屍応11-:場町５－４盃078-322－1001

戸 大散歩1１

』

『

式
旨
ｂ
に
ポ
ー
ト
タ
ワ
ｌ
ま

で
足
を
の
ば
せ
ば
Ｋ
ｉ
Ｓ
Ｓ

ｌ
Ｆ
Ｍ
の
周
辺
。
船
着
場
の

広
場
に
腰
掛
け
、
す
ぐ
そ

ば
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
届
く

他
の
街
よ
り
大
人
の
Ｆ
Ｍ

音
楽
を
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で

聴
く
。
音
楽
の
リ
ズ
ム
と

出
入
り
す
る
船
の
眺
め
が

重
な
り
、
つ
い
船
旅
に
出

た
く
な
る
。
こ
れ
じ
ゃ
天

才
の
よ
う
に
思
索
や
霊
感

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

で
も
凡
才
の
散
歩
は
楽

し
い
。

天から音がふりそそいでくるような松蔭のチャペル

ゆったりスペースを取っているこくさいホールのホワイエ
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ＬＯＣＯ
うすいひろこ
く紙コップアーティスト＞

|》一手 ワクワクシタイ１

ドキドキシタイ！

甲
子
園
ロ
の
駅
か
ら
歩
い
て
五
分
。

線
路
沿
い
の
通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、

地
面
か
ら
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
と
人
が
出
て

く
る
場
所
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
神
戸
線
の
線

路
下
、
高
さ
も
幅
も
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
背
中
を
へ
の
字
に

折
り
曲
げ
て
一
日
に
何
人
も
の
人
が
行

き
来
を
す
る
の
だ
。
中
に
は
、
自
転
車
や

バ
イ
ク
も
顔
を
出
し
て
、
モ
グ
ラ
が
出
て

き
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
は
私
の
家
の
近
所
で
も
あ
る
の

で
、
よ
く
通
り
抜
け
に
来
る
。
「
誰
も
や

っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
や
れ
」
と
言

う
師
・
嶋
本
昭
三
の
教
え
の
も
と
、
こ

の
中
に
入
る
と
地
球
の
ひ
と
り
ご
と
が

聞
こ
え
て
く
る
。

モ
シ
モ
シ
…
、
も
し
も
－
し
…
。

一
九
九
八
年
六
月
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
。

第
三
同
環
境
美
学
会
議
と
い
う
、
い
か

め
し
い
名
前
だ
が
、
環
境
を
ア
ー
ト
で

表
現
し
よ
う
と
い
う
コ
ン
フ
ィ
レ
ン
ス
で
、

私
は
沼
地
へ
と
全
身
で
入
り
込
み
糸
で

ん
わ
。
そ
こ
で
不
覚
に
も
沼
へ
チ
ャ
ポ

ン
。
あ
わ
て
て
拾
い
上
げ
る
と
ギ
ャ
ー
ギ

ャ
ウ
ギ
ェ
ア
ヴ
ビ
ー
。
何
と
も
品
の
な
い

音
が
青
空
へ
と
響
き
渡
っ
た
。
濡
れ
た

糸
が
コ
ッ
プ
の
底
を
震
わ
せ
、
つ
ん
ざ

く
よ
う
な
音
が
出
た
の
だ
。
こ
う
し
て
、

私
は
音
の
世
界
へ
と
導
か
れ
た
。

そ
し
て
、
三
宮
か
ら
出
て
い
る
ポ
ー

ト
ラ
イ
ナ
ー
に
乗
り
、
向
か
う
は
ジ
ー
ベ

ッ
ク
．
現
代
音
楽
の
発
信
地
で
あ
る
。

テ
ィ
ー
オ
ー
エ
Ｉ

こ
こ
で
知
っ
た
の
が
Ｔ
Ｏ
Ａ
と
い
う
ス

ピ
ー
カ
ー
を
開
発
し
て
い
る
企
業
で
、
宝

塚
に
無
響
室
、
残
響
室
と
い
う
不
思
議

「
Ｔ
Ｏ
Ａ
」
の
無
響
室
。
有
機
体
の
発
す
る
音
が
無
機
質
の

空
間
に
飲
み
込
ま
れ
る

宇宙という意味の“エスパス１，フェリシモは近未来空間のようだ
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重寅
‘言号

昏函ｐ一

た
Ｃ

雛Ｉ
神戸ハーバーサーカススペースシアターにて、1000人での糸でんわパフォーマンス

垂Ｏ７８－３０３－５６００

電0797-71-2211

壷078-791-4861

恋０７８－３６２－８０００

●トンネル（甲子園ロ架橋）

ＪＲ神戸線甲子園ロ東

●ジーベック

神戸市中央区港島中町７－２－１

●ＴＯＡ宝塚事業場

宝塚市高松町２－１

●エスパスフェリシモ

神戸市須磨区弥栄台２－７

●神戸ハーバーサーカス

神戸市中央区東川崎町１－３－３

需謬ｉ
紳戸大散歩

Ｊワ
五一

昔
は
ひ
と
と
動
物
が
話

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

か
し
、
今
は
ひ
と
と
ひ

と
さ
え
、
心
が
通
じ
な

な
っ
て
い
る
。
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
０
Ｆ
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｉ
Ｒ
」
、
空
間
を
と
び
か

精
霊
た
ち
。
紙
コ
ッ
プ

耳
に
あ
て
る
と
、
彼
ら

声
が
聞
こ
え
る
。

一
’
’
一
一
Ｉ

のをうＡＲくとしを うせ百

な
空
間
を
も
っ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
音

の
響
か
な
い
部
屋
と
、
お
風
呂
を
十
倍

響
く
よ
う
造
ら
れ
た
部
屋
で
あ
る
。
ス
ピ

ー
カ
ー
の
耐
久
力
な
ど
を
検
査
す
る
た
め

ら
し
い
が
、
私
か
ら
見
れ
ば
、
夢
が
い
っ

ぱ
い
。も
う
一
つ
の
ワ
ク
ワ
ク
は
、
神
戸
市
営

地
下
鉄
総
合
運
動
公
園
駅
下
車
、
グ
リ

ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
前
に
あ
る
エ
ス
パ
ス
フ

エ
リ
シ
モ
。
こ
こ
は
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
を

思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
美
術
館
が
あ
り
、

中
は
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
が
つ
づ
く
。

エ
ス
パ
ス
と
は
「
宇
宙
」
と
い
う
意
味
。

こ
の
宇
宙
で
は
た
く
さ
ん
の
精
霊
た
ち

が
か
け
っ
こ
を
し
て
い
る
。
私
の
創
造

意
欲
を
か
き
た
て
る
。

私
だ
け
の
ア
ー
ト
は
糸
で
ん
わ
。
糸
で

ん
わ
を
バ
カ
に
し
な
い
で
。
糸
で
ん
わ

は
枝
別
れ
さ
せ
て
も
ど
こ
ま
で
も
聞
こ

え
て
い
く
。
百
人
で
も
、
千
人
で
も
！

な
ん
と
、
そ
ん
な
企
画
が
一
九
九
八
年

五
月
五
日
の
こ
ど
も
の
日
、
神
戸
ハ
ー

バ
ー
サ
ー
カ
ス
で
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

地
下
一
階
か
ら
五
階
ま
で
の
吹
き
抜
け

空
間
を
使
い
各
階
か
ら
何

トンネルの両端からの糸でんわ。話す声、聞こえる声が電車の弼渦音と交差する

本
も
の
糸
を
張
り
巡
ら

千
人
で
の
糸
で
ん
わ
パ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
動
き
出
し

望ＥＩ

Ｈ

企

酌

鍵

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



山
陽
電
車
・
須
磨
浦
公
園
駅
前
に
須
磨

海
づ
り
公
園
が
あ
る
。
駅
上
か
ら
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
に
乗
り
、
約
十
分
で
鉢
伏
山
頂

（
標
高
三
百
メ
ー
ト
ル
）
に
あ
る
回
転
展

望
台
（
須
磨
浦
展
望
閣
）
に
到
着
。

展
望
台
か
ら
、
大
阪
湾
を
一
望
に
、
関

西
空
港
の
発
着
す
る
飛
行
機
を
眺
め
、

淡
路
島
や
明
石
海
峡
大
橋
を
手
近
に
、

回
転
し
な
が
ら
三
六
○
度
の
眺
望
が
満

喫
で
き
る
。

こ
こ
の
特
徴
は
、
毎
年
の
夏
行
わ
れ

る
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
や
Ｐ
Ｌ
の
大
花
火
大

会
を
足
下
に
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

展
望
台
か
ら
、
さ
ら
に
、
リ
フ
ト
に
乗

り
須
磨
浦
山
上
遊
園
の
「
ふ
ん
す
い
ラ
ン

ド
」
に
行
く
。
明
石
海
峡
大
橋
を
眼
下
に
、

心
い
く
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
を
唄
う
と
、
気
分

は
す
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。

す
こ
し
階
段
を
上
が
っ
て
旗
振
茶
屋

の
缶
ビ
ー
ル
で
喉
を
潤
す
と
、
疲
れ
は
い

っ
ぺ
ん
に
吹
き
飛
ぶ
。
ビ
ー
ル
が
格
別
う

ま
い
。摂
津
と
播
磨
の
国
境
の
こ
こ
は
、
江

戸
時
代
、
大
坂
で
世
界
に
先
駆
け
て
米
の

先
物
相
場
が
始
ま
っ
た
と
き
、
旗
を
振

っ
て
米
相
場
を
伝
え
た
跡
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
は
ず
、
茶
屋
か
ら
西
方
の
瀬
戸
内
海

が
よ
く
見
え
、
小
豆
島
が
く
っ
き
り
と
肉

神戸大散歩Ⅲ

ｊ画‘
邸j

明石海峡大橋を足下に、気分爽快

神戸の誇る世界一の吊り橋と
歴史を語る須磨寺散策コース

諸岡博熊
く前UCC博物館館長＞

眼
で
見
ら
れ
る
。

天
然
の
良
港
を
形
成
す
る
背
山
六
甲

山
系
の
西
端
の
景
色
が
眺
め
ら
れ
る
た

め
、
六
甲
全
山
縦
走
で
、
出
発
点
の
須
磨

浦
公
園
か
ら
、
一
気
に
標
高
三
百
メ
ー
ト

ル
駆
け
上
が
っ
た
こ
こ
で
、
参
加
者
の
休

憩
す
る
と
こ
ろ
。

ＩＦ室＆雷

蕊鍵謹義

硝蒙
ｂロ

ドー１，１←曇“

．届図和

廟 巧
輔
．

識

瞬
．
，

須
磨
浦
展
望
閣
で
三
六
○
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
し
よ
う

■

ＦＢｑＪ

'1｢塔！

〆

、

畷

凸

憩鯛1Ｎ三戸．

雫
暴

刃

、
ｋ
壷
両
海
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琴一＝

●須磨海づり公園

神戸市須磨区一の谷町５地先

●須磨浦山卜淋同

神戸市須磨区一の谷町５－３－２

●旗振茶屋

神戸市垂水区下畑町

●須磨浦公園

神戸市須磨区一の谷町５

●須磨寺

神戸市須磨区須磨寺町４６８

●すし竹

神戸市須磨区須磨寺町2３９

散 歩大
r

"■

戸！

ガラクタ市で賑わう須磨寺境内。細りだし物があるかも

こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
森
林
浴
を

し
な
が
ら
六
甲
全
山
縦
走
路
を
下
り
、

約
三
十
分
歩
く
と
、
高
倉
台
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
が
見
え
、
高
倉
山
跡
の
「
お
ら
が
山
」

に
出
る
。

団
地
は
、
こ
の
周
辺
の
山
々
か
ら
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
埋
め
立
て
の
た
め
、

土
取
り
を
し
た
跡
に
で
き
た
も
の
だ
そ

う
だ
。高
倉
台
団
地
へ
の
約
三
百
段
の
階
段

を
一
気
に
下
り
、
高
倉
中
学
横
を
通
り
、

第
二
神
明
道
路
の
高
架
下
か
ら
、
須
磨
寺

に
出
る
。

すし竹名物「卯の花すし」

壷０７８－３７５－２９０７

趣078－731-2520

壷078-733-2534

盆O78-731-4283

公078-731-0416

公０７８－７３１－１００５

層雲；
伊

厚

旗
振
茶
屋
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

約
一
時
間
の
下
り
コ
ー
ス
。

毎
月
、
第
一
日
曜
日
は
、
境
内
で
ガ

ラ
ク
タ
市
が
開
催
さ
れ
、
善
男
善
女
で
混

雑
し
て
い
る
。
外
国
人
ま
で
も
が
、
掘
り

出
し
も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
。

お
寺
で
、
源
平
合
戦
の
昔
ぱ
な
し
を
聞

く
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
平
の
公
達
・
敦
盛

の
哀
れ
な
話
に
涙
が
誘
わ
れ
る
。
山
門

を
出
て
、
少
し
歩
く
と
左
側
に
、
須
磨
の

霊
泉
が
湧
き
出
て
い
る
。
汗
を
拭
う
と

気
分
壮
快
と
な
る
．

ぶ
ら
り
と
秋
の
一
日
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

の
始
発
（
午
前
十
時
）
に
乗
り
、
山
道
を
散

策
し
、
須
磨
寺
に
昼
ご
ろ
着
く
と
、
門
前

の
商
店
街
に
あ
る
す
し
竹
ご
自
慢
の
「
卯

の
花
す
し
」
を
食
べ
て
満
腹
す
る
。
こ
の

す
し
は
、
鰯
の
に
ぎ
り
の
上
に
卯
の
花
が

の
せ
て
あ
る
逸
品
で
、
栄
養
満
点
。
帰
り

は
、
山
陽
電
車
・
須
磨
寺
駅
か
ら
乗
車
す

る
と
よ
い
。

世
界
一
の
吊
り
橋
を
心
い
く
ま
で
眺

め
、
か
る
く
森
林
浴
の
後
、
神
戸
の
史
跡

を
訪
ね
、
名
物
料
理
で
、
ご
機
嫌
と
な
る

こ
と
請
け
合
い
の
初
心
者
向
き
二
時
間

コ
ー
ス
。

3７

旗振茶屋の美女？

一
一
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